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津において，約 80 年間もの間，9 ヵ国の租界が
設置されていた経緯を確認した．また，租界の発
展に伴い天津の近代化は著しく進んだことを明ら
かにした．
　次に，各国による租界開発には共通する都市計
画指針が存在しなかったため，各租界では独自の
機能が形成されたことを確認した．1945 年に租
界が回収されると，天津では都市開発の停滞期に
突入し，これによって租界時代の空間構成は維持
されたことを明らかにした．
　第 3 章では，まず，地図と写真を用いた街路指
標の分析から，各国租界がそれぞれ空間的特徴を
形成してきたことがわかった．次に，天津档案館
において収集した絵葉書を使用し，租界別の景観
及び街並みが写された写真の枚数を集計して各租
界の象徴的な景観を把握した．租界時代の絵葉書
を読み取ることで，それぞれの被写体には空間構
成上の独自の特徴があることがわかった．
　文献資料と先行研究の確認を通し，日本租界，
イタリア租界，フランス租界，イギリス租界の拡
張区域では各租借国の都市計画理念が，ドイツ租
界では当時のドイツによる帝国主義と経済戦略
が，それぞれ反映されたことがわかった．そのほ
かの租界では，各租借国の都市計画との関連性は
みられなかった．
　第 4 章では，天津における歴史的街区・建造物
に対する保護条例を確認し，天津市政府が租界時
代の空間的特徴の文化的価値をいかに認識してき
たのかについて検討した．国が「歴史文化名城」
を認定すると，天津市政府は旧租界における価値
を認識しはじめるようになった．この結果，単一
の建造物を保護する歴史風貌建築制度，伝統的な
空間構成を有する区域を保護する歴史文化街区制
度，の 2 つの保護制度が制定された．また，保護
方針を確認すると，天津市政府は各国租界の空間
的特徴を認識するようになり，それぞれを保護対
象としていたことがわかった．
　第 5 章では，まず文献資料を通じ，天津観光の
概況を把握した．次に，「異国風情区」の整備方
針を分析した結果，市政府が租界時代の象徴的景
観の持つ特徴に対して観光的価値を認め，これら
を異国風情区の重要な景観として活用しているこ
とを確認した．また，市政府が重視する特筆され
た整備対象は，絵葉書の分析で導かれた象徴的景
観以外に，比較的高い保護レベルと広い床面積を
持つ歴史風貌建築を対象に，博物館として整備さ
れている．
　現地踏査を通じて，観光客が集中する地区・景
観を確認した．その結果，租界時代の象徴的景観
と天津市政府による観光的景観，観光客による観
光的景観の三者間には齟齬が発生していることが
わかった．ここでは，すべての租界時代の象徴的
景観はかつての用途と空間的な特徴を継承し，観
光客に観光利用されている．さらに，かつての高
級住宅街は，市政府によって飲食やショッピング
などの複合機能が付加されることで，積極的な観
光利用が行われていることがわかった．
4.  結論
　各租界は各租借国の都市計画や機能の影響を受
けることで，それぞれ空間的特徴を形成してきた．
天津市政府は，各国租界の空間的特徴を認識する
ようになり，それぞれを保護対象としていた．ま
た，市政府が租界時代の象徴的景観の持つ特徴に
対して観光的価値を認識し，これらを異国風情区
の重要な景観として活用していることを確認した．
　租界時代の象徴的景観はかつての用途と空間的
特徴を継承し，観光客に利用されている．だが，
租界時代の象徴的景観と天津市政府による観光的
景観と観光客による観光的景観の間に齟齬が発生
している．■
